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メン・ドー・コテの

　　　声が響きわたりました

第40回を迎えた郡市親善剣道大会が

中里村民体育館で行われ、郡市内から集

まった小学校低学年から一般の剣士がすば

らしい戦いを繰り広げました。
この広報紙は、再生

紙を使っています。
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医
療
費
保
険
財
政
は

深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す

　
医
療
保
険
財
政
は
、
人
口
の
急
速

な
高
齢
化
に
伴
い
医
療
費
が
増
加
す

る
一
方
で
経
済
成
長
の
低
迷
に
伴
う

保
険
税
収
入
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ

り
、
赤
字
構
造
体
質
に
変
化
す
る
と

い
う
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
家
族
を
対

象
と
す
る
健
康
保
険
制
度
の
う
ち
、

政
府
管
掌
健
康
保
険
は
平
成
5
年
度

に
1
3
年
ぶ
り
の
赤
字
と
な
っ
て
以
降
、

単
年
度
収
支
で
は
大
幅
な
赤
字
基
調

と
な
っ
て
お
り
、
健
康
保
険
組
合
に

つ
い
て
も
、
年
々
赤
字
組
合
が
増
え
、

保
険
税
率
の
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
営
業
者
等
を
対
象
と
す
る
国
民

健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
産
業
構
造

の
変
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

低
所
得
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

一
方
、
医
療
費
の
伸
び
が
著
し
く
、

保
険
税
負
担
が
一
層
重
く
な
る
と
と

も
に
、
全
体
と
し
て
赤
字
基
調
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
医
療
費
の

増
加
が
続
い
て
い
ま
す

　
国
民
医
療
費
は
、
平
成
6
年
度
で

二
五
・
七
兆
円
（
国
民
一
人
当
た
り

二
〇
・
五
万
円
）
と
見
込
ま
れ
、
毎

年
一
兆
円
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
そ
の
伸
び
を
国
民
所
得

の
伸
び
の
範
囲
内
に
抑
え
る
こ
と
が

目
標
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年

は
、
そ
れ
を
上
回
っ
て
増
加
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
医
療
費
が
賃
金

物
価
上
昇
に
伴
う
増
加
の
ほ
か
、
人

口
の
高
齢
化
を
は
じ
め
、
疾
病
構
造

の
変
化
、
医
療
技
術
の
高
度
化
、
医

療
従
事
者
数
の
増
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
は
、
保
険
税
、
公
費
負
担

及
び
患
者
負
担
の
3
者
に
よ
り

賄
わ
れ
て
い
ま
す

　
国
民
医
療
費
は
、
国
民
一
人
一
人

が
あ
ら
か
じ
め
納
付
し
た
保
険
税
を

プ
ー
ル
し
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

要
す
る
費
用
を
支
払
う
と
い
う
、
社

会
保
険
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
賄
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
一
定
の
公
費
負
担
と

患
者
負
担
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

％
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国
民
医
療
費
が
増
大
す
る
場
合
、
そ

の
財
源
は
こ
の
3
者
に
よ
り
カ
バ
ー

し
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者

負
担
は
、
医
療
保
険
制
度
に
よ
り
ー

か
ら
3
割
の
定
率
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
老
人
保
険
制
度
の
対
象
者

（
原
則
七
〇
歳
以
上
）
に
つ
い
て
は
、

外
来
一
か
月
一
〇
一
〇
円
、
入
院
七

〇
〇
円
（
別
に
食
事
に
か
か
る
標
準

負
担
一
額
日
六
〇
〇
円
）
と
い
う
定

額
負
担
の
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
お
り
、

4

3

2

2

特
に
老
人
医
療
費
の
増
加
に
よ

り
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す

　
近
年
の
傾
向
か
ら
見
て
、
国
民
医

療
費
が
国
民
所
得
の
伸
び
を
三
～
四

％
上
回
っ
て
増
加
し
続
け
る
と
す
れ

ば
、
国
民
所
得
に
対
す
る
国
民
医
療

費
の
割
合
は
、
平
成
5
年
度
に
比
べ

て
、
平
成
2
2
年
度
は
一
・
八
倍
、
平

成
3
7
年
度
に
は
二
・
九
倍
に
ま
で
増

加
す
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
か
で
も
老
人
医
療
費
は
急
増
し
、

平
成
3
7
年
度
に
は
国
民
医
療
費
の
五

割
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
を
め
ぐ
っ
て
は
、
高
齢

者
が
介
護
を
主
な
二
ー
ズ
と
し
て
長

期
間
病
院
に
入
院
し
て
い
る
と
い
う

問
題
や
、
外
来
医
療
費
に
占
め
る
薬

剤
費
の
割
合
が
高
い
と
い
う
状
況
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◆国民医療費の推移
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（注1）昭和58年1月以前の老人医療費は、旧老人医療費支給制度の対象者に係わるものであり、この前後年は

　　単純に比較できない、

（注2）老人医療費の下の％は老人医療費の国民医療費に対する割合である。



老
人
医
療
費
は
、
こ
の
よ
う
な
自
己

負
担
と
原
則
三
割
の
公
費
負
担
の
ほ

か
、
各
医
療
保
険
制
度
か
ら
の
拠
出

金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
、

広
く
議
論
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
医
療
保
険
制
度
は
、

現
在
、
将
来
と
も
大
変
厳
し
い
状
況

中
里
村
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
の
現
状
と
問
題
点

一
、
高
医
療
の
分
析

　
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
々
増
高
傾

向
に
あ
る
の
は
、
人
口
十
万
人
当
り

の
病
床
数
が
二
、
二
八
五
床
と
全
国

平
均
を
二
・
二
六
倍
上
回
っ
て
い
る

こ
と
及
び
高
度
先
進
医
療
機
器
の
充

実
等
医
療
内
容
の
高
度
化
に
よ
る
こ

と
が
原
因
で
あ
る
が
、
高
医
療
費
の

要
因
を
分
析
し
た
結
果
、
老
人
の
医

療
費
が
高
く
、
特
に
一
般
若
人
の
入

院
の
受
診
率
が
全
国
の
一
・
三
倍
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
。
ま
た
、
中
里
村
診
療
圏
に
お

い
て
も
被
保
険
者
が
病
院
を
か
な
り

自
由
に
選
択
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ

た
条
件
下
に
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い

に
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
り

方
は
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
極
め
て

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
後
、

給
付
と
負
担
の
あ
り
方
な
ど
の
制
度

面
も
含
め
医
療
費
適
正
化
の
た
め
の

総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
、
国
民
各

層
に
お
い
て
幅
広
く
議
論
さ
れ
る
こ

と
が
差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

事
実
で
あ
る
。
平
成
六
年
度
の
医
療

費
の
分
析
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。　

二
般
若
人
被
保
険
者
］

［
退
職
被
保
険
者
］

［
老
人
被
保
険
者
］

◆医療費の年度別推移
（単位：千円）

2年度 3年度 4集度i 5年度 β年度

若　太 376，297 366，238 364，109 379，933 375，687

老　人 280，860 317，219 312，434 296，151 　　0296，625

退職 28，895 34，986 53，572　， 38，020 42，589

誹 689，052 718，443 730，115 714，104 714，901

●医療費（療養諸費）県内順位（109番中高い順番に掲載）
　国保税（一人当り調定額）

項　　　園 i2隼度順位 3集度順位 4集度順位 5年度順位

一
　
　
般

受　　　診　　　率 104位 109位 107位 107位
一件当り医療費 4位 3位 5位 4位

一人当り医療費 27位 33位 39位 25位
一人当り国庫支出金 7位 6位 5位 11位

懇
　
火

受　　　診　　　率 108位 109位 102位 109位
一一人当り医療費 4位 4位 2位 7位

一人当り医療費 28位 27位 19位 39位
国　　　保　　　税 81位 79位 80位 77位

　
前
記
の
う
ち
、
特
に
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
一
般
若
人
被
保
険
者

の
一
人
当
り
診
療
費
。
老
人
被
保
険

者
の
入
院
の
一
人
当
り
診
療
費
を
診

療
諸
率
三
要
素
別
に
分
析
し
た
結
果

［
受

率
］

［
一
件
当
り
日
数
］

［
一
日
当
り
診
療
費
］

　
以
上
か
ら
、
一
般
若
人
被
保
険
者

及
び
老
人
被
保
険
者
と
も
受
診
率
が

高
い
こ
と
が
高
医
療
の
主
因
と
い
え

る
。
ま
た
、
一
日
当
り
の
診
療
費
も

平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
次
に
受
診
率
を
年
齢
階
層
別
、
疾

病
分
類
別
に
分
析
し
た
結
果
は

一
般
若
人
被
保
険
者
の
入
院
受
診
率

・
年
齢
階
層
順

一
位
五
十
五
歳
～
五
十
九
歳

二
位
　
六
十
五
歳
～
六
十
九
歳
．

三
位
　
六
十
歳
～
六
十
四
歳

・
疾
病
分
類
別
、
年
齢
階
層
順

六
十
五
歳
～
六
十
九
歳

　
一
位
　
循
環
系
疾
患
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二
位
　
筋
骨
格
系
疾
患

六
十
　
歳
～
六
十
四
歳

　
一
位
　
循
環
系
疾
患

　
　
　
　
　
　
り

　
二
位
　
消
化
系
疾
患

五
十
五
歳
～
五
十
九
歳

　
一
位
　
循
環
系
疾
患

　
二
位
消
化
系
疾
患

老
人
被
保
険
者
の
入
院
受
診
率

・
年
齢
階
層
順

一
位
　
七
十
五
歳
～
七
十
九
歳

二
位
　
八
十
歳
～
八
十
四
歳

三
位
　
八
十
五
歳
～

・
疾
病
分
類
別
、
年
齢
階
層
順

八
十
五
歳
以
上

　
一
位
　
循
環
系
疾
患

　
二
位
　
筋
骨
格
系
疾
患

八
十
歳
～
八
十
四
歳

　
一
位
　
循
環
系
疾
患

　
二
位
　
筋
骨
格
系
疾
患

七
十
五
歳
～
七
十
九
歳

　
一
位
　
循
環
系
疾
患

　
二
位
　
筋
骨
格
系
疾
患

多
受
診
者
、
重
複
受
診
者

　
年
齢
階
層
別
で
は
六
十
五
歳
以
上

で
、
疾
病
分
類
別
で
は
、
循
環
系
痘

患
、
消
化
系
疾
患
の
者
が
多
い
。

医
療
費
多
額
被
保
険
者

　
年
齢
階
層
別
で
は
四
十
五
歳
か
ら

六
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
で
、
疾
病
分

類
別
で
は
新
生
物
が
大
部
分
で
あ
る
。

長
期
入
院
者

　
年
齢
階
層
別
で
は
六
十
五
歳
以

上
、
疾
病
分
類
別
で
は
循
環
系
疾
患
、

筋
骨
格
疾
患
等
慢
性
患
者
が
多
い
。

　
な
お
、
長
期
入
院
者
の
世
帯
構
成

疾　　病　　名 順位
H．6．5月診療

件　数 費　　網　　額

循　環　系　の　疾　患 一位 214件 5，058，850円
呼　吸　系　の　疾　患 二位 143件 1，644，740円
筋骨格系及び結合組織の疾患 三　位 109件 1，951，320円
神経系及び感覚器の疾患 四　位 93件 1，174，820円
消　化　系　の　疾　患　患 五　位 90件 2，302，950円
皮膚及び皮下組織の疾患 六位 57件 1，083，190円
疾　　　病　　　合　　　計 1，175件 33，430，800円

人
員
別
を
見
る
と
老
人
世
帯
が
多
く
、

自
宅
で
介
護
す
る
の
が
困
難
な
世
帯

が
多
い
。窪　年 3　年 4　薙 5　隼 β　集

若　人 2，469 2，254 2，064 2，013 1，967

老　人 569 543 538 531 586
退職 125 131 124 119 123

計 3，163 2，928 2，726 2，663 2，676

二
、
国
民
健
康
保
険
事
業
状
況
分
析

　
加
入
者
世
帯
数
、
被
保
険
者
数
、

　
被
保
険
者
数
の
増
減
等
の
状
況

・
全
国
平
均
と
対
比
し
て
見
る
と
、

加
入
者
の
全
体
の
伸
び
率
は
減
少
傾

向
で
あ
る
。

　
国
保
全
体
で
二
、
六
七
六
人
、
老

人
五
八
六
人
、
若
人
一
、
九
六
七
人

で
老
人
の
加
入
率
は
二
一
・
九
％
と

年
々
増
化
し
て
い
る
。

（18病類分類表中上位5位）●疾病分類統計表（若人＋退職）

（単位：人）●被保険者の年次推移（年間平均）

◆年齢階層別被保険者
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保
険
税
の
賦
課
、
徴
収
の
状
況

・
賦
課
総
額
は
毎
年
医
療
費
の
伸
び

率
に
合
わ
せ
て
本
算
定
に
よ
る
改
正

を
行
い
、
適
切
な
保
険
税
額
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
が
、
近
年
は

基
金
積
立
て
金
の
取
崩
し
に
頼
り
つ

つ
あ
る
。
基
金
積
立
て
の
現
在
高
は

八
四
、
五
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

　
保
険
税
の
収
納
率
は
九
七
・
六
％

で
、
昨
年
よ
り
、
一
・
二
％
下
げ
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
今
後
と
も
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。
未
納
者
は
意
識

を
あ
ら
た
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
収
納
率
の
向
上
が
図
ら
れ
れ
ば
調

整
交
付
金
の
更
な
る
追
加
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
収
納
率
の
高

い
市
町
村
は
税
率
の
上
げ
幅
も
低
く

押
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
現
在
賦
課
方
式
は
四
方
式
で
あ

り
、
応
能
、
応
域
の
割
合
が
五
十
九
：

四
十
一
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
近

い
将
来
五
十
：
五
十
と
す
る
よ
う
、

国
保
運
協
、
村
議
会
等
の
理
解
を
求

め
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

保
険
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
専
属

職
員
を
一
名
増
加
し
、
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
差
押
え
を
す
る
よ
う

な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
現
在
の
悪

循
環
を
絶
ち
き
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

保
険
給
付
の
状
況

　
療
養
の
給
付
と
療
養
費

（
コ
ル
セ

ッ
ト
・
柔
整
は
七
割
）
・
高
額
療
養
費

の
支
給
（
六
三
、
○
○
○
円
以
上
）
、

さ
ら
に
出
産
育
児
一
時
金
（
三
〇
万

円
）
・
葬
祭
費
（
五
万
円
）
の
支
給
を

行
っ
て
い
る
が
、
法
廷
給
付
以
外
の

育
児
手
当
金
、
傷
病
手
当
金
等
の
任

意
給
付
に
つ
い
て
は
、
行
っ
て
い
な

い
。

　
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健
康
診

査
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
法
に
基

◆高額療養費の状況
（一般分）

づ
く
保
健
事
業
に
よ
っ
て
実
施
し
て

い
る
の
で
、
国
保
独
自
で
は
実
施
し

な
い
が
資
金
を
提
供
し
て
共
催
で
行

つ
て
い
る
。

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
度
か
ら
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
の
指
定
を
受
け
保
健
事
業
費

で
四
〇
〇
万
円
の
補
助
金
交
付
を
受

け
、
長
期
的
な
充
実
を
図
る
も
の
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
七
年
度

　匿分

年度
件数

欝額療養費業給額

　　　㈹）

慰前欝度費
　《％）

玉件嚢燈
支給額｛麟

対前隼度費
　1％）

元 527 36，185，775 79．31 68，664 89．6◎

2 499 41，865，568 115．70 83，899 122．19

3 461 37，494，874 89．56 81，334 96．94

4 439・ 46，479，216 97．33 83，096 102．17

5 432 41，210，418 112．97 95，394 114．80

㊨ 420 36，958，920 89．68 87，997 92．24

（退職分）

か
ら
は
特
別
対
策
事
業
と
し
て
医
療

費
適
正
化
事
業
を
取
り
入
れ
、
七
五

〇
万
円
の
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
の
収
入
・

支
出
状
況

　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
は
、

単
年
度
収
支
で
は
一
、
七
〇
〇
万
円

の
赤
字
と
な
っ
で
い
る
。
現
状
は
基

金
の
取
崩
し
と
繰
越
金
に
よ
り
二
、

　区i分

隼度
件数

高額療養費糞給額
　　　1蘭〉

繋繭隼度費

　1輸
1件当璽
支給額㈹）

対前年度費
　（驚）

髭 22 1，353，478 87．98 61，522 103．98

2 23 1，708，724 126．25 74，292 120．76

3 23 2，266，042 132．62 98，524 132．62

4 42 4，070，346 179．62 96，913 98．36

窓 27 2，244，508 55．14 83，130 85．78

β 33 2，526，464 112．56 76，560 92．10

◆助産費・葬祭費の状況

三
〇
〇
万
円
の
黒
字
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
も

　
適
正
な
保
険
税
の
算
定
に
よ
り
単

年
度
収
支
が
赤
字
と
な
ら
な
い
よ
う

な
仕
組
み
に
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　区分

隼度

助　　産　　費P

、
　
　
葬
　
　 祭　　費

件数
1件）

金　　額
　（円）

繋揃年度費
　（％）

件数
（件）

金　　額
　（円）

対前年度費
　（％）

発 20 2，730，000 110．58 32 1，600，000 71．11

露 14 1，820，000 66．67 43 2，150，000 134．38

3 ■8 2，34q，000 128．57 57 2，850，000 132．56

4 15 3，600，000 158．85 55 2，750，000 96．49

　　・
5 10 2，400，000 66．67 29 1，450，000 52．73

⑤ 20 6，000，000 250．0 21 1，050，000 72．41

※平成4年4月1日から助産費240，000円、葬祭費50，000円㌍改正

※平成6年10月1日から助産費300，00σ円に改正。
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倉
俣
小
学
校
（
合
唱
）

・
地
球
は
み
ん
な
の
も
の
な
ん
だ

・
学
校
坂
道

　
毎
週
木
曜
日
に
音
楽
集
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
学
年
が
発
表
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

ぐ

懸

中
里
中
学
校
（
合
唱
）

・
ひ
と
つ
の
朝

　
三
年
生
全
員
に
よ
る
合
唱
で
す
。

　
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

心
を
一
つ
に
し
て
合
唱
し
ま
す
。

ぐ

　
　
　
　
§
畏
§

　
　
％
麗
護
麗
謬
麗
㈹

　
講
囎
羅
餓
羅
餓
羅
囎
鴇

㈱
麗
護
謡
墜
閲
護
鵠
緩
麗

霧
麗
血
。
　
　
　
　
凄
総
躾

護
麗
斜
　
　
　
　
　
筋
麗
躾

囎
羅
囎
　
　
　
　
　
流
羅

霧
麗
霧
衣
，
翻
。
、
。
腰
葛
護
麗
躾

囎
羅
Q
の
　
　
　
　
罵
羅

護
麗
盒
っ
　
　
　
　
　
翫
麗
躾

護
麗
劔
　
　
　
　
　
吻
麗
躾

餓
羅
餉
　
　
　
　
舗
羅

霧
麗
霧
δ
。
　
）
。
．
も
）
護
麗
慶

護
麗
無
　
　
　
　
　
肋
麗
躾

囎
趨
　
　
　
　
　
舗
羅

護
糞
　
　
　
　
　
　
統
麗
躾

餓
羅
臓
　
　
　
　
舗
紹

護
麗
蹉
、
曼
、
、
s
，
．
、
。
ブ
。
翫
麗
躾

囎
羅
鰍
　
　
　
　
躍
羅

護
麗
食
っ
　
　
　
　
　
㏄
騰
鯉

餓
羅
価
　
　
　
　
開
羅

霧
麗
価
　
　
　
　
　
眺
総
躾

餓
羅
圃
e
課
璽
G
（
c
緬
舗
羅

護
麗
劔
　
　
⊃
。
卜
。
s
。
跳
麗
躾

護
麗
　
　
　
　
　
　
％
麗
躾

護
騰
劔
　
　
　
　
　
吻
麗
鯉

餓
羅
鯖
・
1
濯
錨
餓
窓
餓
羅

護
麗
奄
漕
　
　
　
　
　
伽
麗
躾

護
麗
㎝
　
　
　
　
　
筋
麗
躾

護
麗
価
　
　
　
　
　
㊥
麗
鍵

囎
羅
餓
綿
廻
煮
、
．
講
餓
羅

護
麗
㏄
　
　
㎜
　
③
緩
麗
鯉

囎
羅
⑦
の
　
　
　
　
謬
魏
羅

護
麗
（
　
　
　
　
　
uね
麗
鍵

餓
羅
⑳
　
　
　
　
淵
羅

霧
麗
㏄
　
　
齢
　
㈹
護
麗
躾

麗
羅
囎
衝
、
，
受
．
．
9
、
，
藷
囎
羅

護
麗
鯉
　
　
　
　
　
凄
総
慶

餓
羅
醜
　
　
　
　
麗
羅

囎
羅
餓
　
　
　
　
競
笥

護
麗
鯉
　
　
　
　
　
翫
躍
駐

鋼
奪
醜
遙
藁
遙
餓
奪
醜
羅
℃

》貝
野
小
学
校
（
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
）

・
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

　
四
月
に
四
年
生
八
人
が
入
り
、
五

年
、
六
年
生
が
丁
寧
に
又
厳
し
く
教

え
て
き
ま
し
た
。
12
月
3
日
の
新
潟

県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。

　
n
月
お
日
㈱
、
中
里
中
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
第
十
回
中
里
村
小
学

校
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
演
奏
が
始
ま
る
前
に
中
里
村
教
育

振
興
会
長
の
滝
沢
中
里
中
学
校
長
が

「
村
の
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
一
年
間
を
通
し
て
一
緒
に
活
動

で
き
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
す
、
今
あ

る
技
術
を
発
表
す
る
こ
と
、
そ
し
て

一
生
懸
命
発
表
す
る
姿
が
見
て
い
る

》田
沢
小
学
校
（
合
奏
）

・
狼
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

・
星
に
願
い
を

　
学
校
の
チ
ャ
イ
ム
に
こ
の
曲
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
曲
が
な
が
れ
る
よ

う
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

灘
灘
鐵
灘
．
講

弗

》高
道
山
小
学
校
（
合
奏
）

・
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く

・
と
な
り
の
ト
ト
ロ

　
四
年
、
五
年
、
六
年
生
十
八
人
で

演
奏
し
ま
す
。
二
月
期
に
入
っ
て
本

格
的
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

》清
津
峡
小
学
校
（
合
唱
）

・
さ
ん
ぽ
～
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ
り

　
一
年
か
ら
六
年
生
三
十
三
人
の
全

員
合
唱
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
週

一
回
合
同
で
練
習
し
ま
し
た
。



高
道
山
小
学
校
（
詩
吟
）

．
桂
林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す
勧
学

　
詩
吟
に
取
グ
組
ん
で
七
年
目
で
す
。

十
八
人
の
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
り

ま
す
。

《

囎霧囎霧鮮　　　　　囎　　態　　S　　　　　撰塞　　　　　翁　　　　2　　　　　臨　　　，圃譜のの塞簿

蕎蟻難　　　議窪　1　　羅　　　1　　嚢　　勲、1慶畷勲際
繋麗羅麗影　　　　　冠　　窒＆　　§　　　　　総蕊　　　　　～　　　　　認　　　　　奪膿　　3翻羅麗羅麗農

欝難嚢懇轟懇羅襲綴灘灘講羅灘馨羅灘

人
に
感
動
を
与
え
ま
す
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
全
員
で
「
歌

え
バ
ン
バ
ン
」
を
合
唱
し
、
各
学
校

の
演
奏
に
は
い
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
は
、
村
内
の
児
童
生
徒

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
方

々
も
児
童
生
徒
の
練
習
成
果
を
見
よ

う
と
訪
れ
て
お
り
、
一
曲
鞠
曲
ご
と

に
拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

清
津
峡
小
学
校
（
樽
ば
や
し
）

・
清
津
清
流
ば
や
し

・
清
津
雪
お
ろ
し

　
様
々
な
所
に
出
演
し
ま
す
。

　
こ
の
経
験
を
励
み
に
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。

〈

》中
里
中
学
校
（
弦
楽
合
奏
・
吹
奏
楽
）

・
ボ
ン
セ
・
デ
・
オ
ン

・
古
典
序
曲

　
吹
奏
楽
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
体
育
大
会
が
終
わ
っ

て
か
ら
は
一
年
、
二
年
生
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

》田
沢
小
学
校
（
オ
カ
リ
ナ
合
奏
）

・
さ
ん
ぽ

　
四
年
生
以
上
の
希
望
者
二
十
三
名

ヤ
で
オ
カ
リ
ナ
合
奏
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
正
し
い
音
を
出
す
こ
と
に

集
中
し
ま
し
た
。

貝
野
小
学
校
（
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
）

・
セ
ビ
リ
ア

　
毎
日
、
五
人
で
残
っ
て
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
五
人
で
心
を
一
つ
に
し

て
頑
張
り
ま
す
。

〈倉
俣
小
学
校
（
合
奏
）

・
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

　
四
年
、
五
年
、
六
年
生
全
員
で
行
い

ま
す
。
簡
単
そ
う
に
思
え
ま
す
が
な

か
な
か
い
い
音
が
出
な
か
っ
た
で
す
。

《

箏
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一＼“

　
　
　
の
〃
彪

　
　
褒
鵡

　
　
蹴
醐

　
　
ろ
　
　
7
』

…
ー
…
　
　
匠
『

グ4、｝

By3年樋熊ちえ子さん

　　　　　　　　　　　l…

h
呂

　
今
年
は
田
植
え
後
か
ら
低
温
少
照
傾
向
が
続
き
、
登
熟
条
件
が
悪
い
中
で
、
農
家
の
皆

さ
ん
は
水
稲
の
生
育
管
理
に
大
変
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
中
魚
沼
で
は
、
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
中
魚
沼
郡
市
内
の
各
市
町
村
・
各
J

A
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
を
組
織
し
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
米
消
費
拡
大

と
日
本
型
食
生
活
を
推
進
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
外
国
産
米
の
輸
入
・
新
食
糧

法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
国
産
米
、
な
か
で
も
魚
沼
米
へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
回
は
十
日
町
総
合
高
等
学
校
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
高
校
生
に
「
お

米
を
使
っ
た
料
理
」
を
調
理
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
将
来
の
台
所
の
主
役
と
な
る
彼
女
た

ち
の
お
米
の
消
費
傾
向
、
ま
た
農
業
に
関
し
て
の
意
向
を
調
査
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

『
お
い
し
い
魚
沼
米
』
で
育
っ
た
彼
女
た
ち
の
声
を
ぜ
ひ
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
十
日
町
総
合
高
等
学
校
の
家
政
科
三
年

担
任
小
林
直
子
先
生
の
指
導
の
も
と
に
、

三
十
九
人
の
皆
さ
ん
が
九
班
に
分
か
れ
て

各
班
で
研
究
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

の
実
習
を
開
始
。

　
さ
す
が
家
政
科
三
年
生
と
あ
っ
て
手
際

の
良
い
こ
と
、
味
付
け
の
う
ま
い
こ
と
、

牛
乳
や
チ
ー
ズ
・
パ
イ
シ
ー
ト
な
ど
様
々

な
材
料
を
上
手
に
組
合
せ
て
あ
る
こ
と
な

ど
、
若
い
人
達
の
ア
イ
デ
ア
に
取
材
班
一

同
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
で
、

『
米
』
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
日
本

人
・
主
食
・
大
切
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
な

ど
比
較
的
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
『
農
業
』
に
対
し
て
は
、

「
た
い
へ
ん
そ
う
・
き
つ
い
」
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
中
に
は
「
農

業
と
は
お
じ
い
さ
ん
・
苦
労
の
割
に
高
く

売
れ
な
い
・
灰
色
の
作
業
服
」
な
ど
ち
ょ

っ
と
シ
ョ
ッ
ク
な
鋭
い
意
見
も
あ
り
、
後

継
者
育
成
な
ど
の
点
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
少
数
な
が
ら
「
収
穫
の
喜
び
・

す
ば
ら
し
い
・
羨
ま
し
い
・
憧
れ
」
な
ど

の
意
見
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

〈毎日食べているお米の入手方法は？〉

　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100％

　　　叢　蒙欝

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　　甲　　　　　　　甲　　　　　　甲　　　　　　，　　　　　　甲　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　冒　　　一　　　一　　　甲　　　一　　一　　一　　一　一　一　一
一一

7．1（自家産）

46．4（親戚からもらう）

39．3（米屋等から購入）

39．3（農家から購入）

姻嘩響7．1（わから

　繊

難蛍

藻　
瓢
糊
織
鐵

家
人

農
n

非
農
家
　
2
8
人

（
複
数
回
答
あ
り
）

若さはじける皆さんの笑顔がステキです！

1班の作品…洋風料理が多い中で、お

しょうゆ味のお団子がいきていました

　
　
　
　
　
3
年
中
町
　
知
子
さ
ん

　
わ
た
し
の
家
で
は
、
ほ
と
ん
ど
3
食
が

ご
飯
で
す
駒
獄
勲
紳
め
ん
類
も
時
々
食
べ

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ご
鍛
が
い
ち
ば
ん
お

い
し
い
騒
轟
い
ま
す
。

　
わ
姦
U
の
家
で
は
お
米
を
癬
っ
て
い
て
、

わ
た
娠
も
憾
み
の
日
に
は
田
轟
響
の
手
伝

い
を
す
藩
の
で
米
づ
く
り
の
た
構
へ
ん
さ

は
よ
く
わ
瀞
り
ま
す
。
献
立
を
轡
え
る
と

き
も
ご
飯
な
ら
礫
鷺
難
歎
④
儀
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

に
ご
飯
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〈好きなご飯の食べ方ベスト10＞

（1人3品ずつ記入してもらいました）

．薬鐵i カレーライス　　44％ 根づよい人気は、

警難 チャーハン　　41 やっぱり！

灘難 白　　飯　　　33

灘難 丼もの　　　　23 好きなおかずとの

慧難 ドリア　　　　　20 組み合わせで、白
飯も大奮闘／

、撚攣 五目ご飯　　　20

獺嚢 ピラフ　　　　　18

i織鐵 炊き込みご飯　　18
ドリアは若い女の

…繊藍 おにぎり　　　　15 子の入気メニュー

灘灘 おこわ（赤飯・栗）10
です／

　
　
　
　
　
3
年
　
高
橋
由
美
子
さ
ん

　
”
春
巻
や
ハ
ン
バ
ー
グ
の
中
に
ご
飯
を

入
れ
る
”
と
い
う
ζ
難
磯
騰
膿
議
ま
で
考

え
た
こ
と
論
騰
雛
獺
だ
の
で
、
ど
轡
な
る

こ
と
か
灘
灘
懲
し
た
が
、
で
き
あ
翻
っ
た

も
の
灘
懇
檬
し
て
い
た
も
の
よ
り
懇
と
て

も
よ
羅
難
響
ま
し
た
。
お
米
を
い
あ
い
ろ

な
料
騒
難
雛
欝
こ
と
に
よ
、
っ
て
、
蟻
品
で

も
栄
養
バ
う
雛
鑛
灘
鐙
れ
、
お
い
魑
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
騰
灘
鷺
叢
峯
少
し
工

夫
を
す
れ
ば
、
お
や
つ
と
し
て
も
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
灘
灘
黙
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

灘

　　　　　　　も　コ

畿盤瀦灘灘
4班の作品…オープンから出すと、

思わず歓声が上がったグラタンパイ魅

8

　
　
　
　
　
3
年
　
弓
削

　
私
た
ち
の
班
で
は
、

か
ゆ
を
コ
卸
繋
選
都
魏
）

の
口
を
嚇
誕
農
で
覆
響
、

い
た
「
鐸
ー
フ
ー
ド
懇
は
ん
パ
ィ
」
と
、

ご
飯
・
焼
き
な
す
・
燕
ー
ト
ソ
ー
ス
　
チ

ー
ズ
の
順
に
重
ね
た
癬
チ
ス
ド
リ
ア
」
讐

考
え
蒙
し
た
。
ど
ち
姦
と
も
よ
く
て
叢
．

満
足
那
く
も
の
に
な
総
ま
し
た
。

　
こ
の
鍵
習
を
行
な
懲
て
み
誕
．
米
は
調

理
法
次
第
羅
騰
茜
獺
藁
騰
輝
理
が
で
き
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 ．

綴
観

　
　
朋
子
さ
ん

シ
ー
フ
ー
ド
の
お

に
い
入
れ
、
そ

オ
ー
夢
ン
で
焼

アイデア・味付嫉

とも最高潔



彫薫搬

浴
L
“
鞭
漆
彩
〃
縫
悼
ミ
銑
露
忽
撫
一

矯
鍼
灘
淵
撚
欝
脳
球
劉

・
す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

へ
O

◎O

〈1日に食べるご飯の量は？＞
0　　　　　20　　　　　40　　　　　90　　　　　80　　　　100％

〈朝・昼・タに食べる主食は？〉

（7日間に食べる回数を集計しました）

・璃欝 il…li……難鎌ii

1～15杯10％　　　4杯以上7％

ご飯茶

わんに罠
食
食
食

朝
昼
タ

●
、

作りのお手伝いは？＞

進んで手伝う

r
　頼まれた時
　手伝う

璽＠．ゆ，1

鱗
　
　
鑛

灘
　
難
　
　
鑛

懸

　　　〈食事

　　　無回答

ほとんど

　しない

気が向いた

時手伝う

※昼食はお弁当を
　持参する人が多い。

　　　　も　　　　b、
　　　　　　　　幅●噛＿＿

ごはん　パン　めん類その他何も食
　　　　　　　　　　　　　　べない

鮒
㎜
　
8
0
　
6
0
　
4
0
　
2
0
　
0

（
十
日
町
総
合
高
校
　
家
政
科

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
直
子
　
先
生

　
米
不
足
や
食
管
法
の
改
正
な
ど
最
近
は

お
米
に
関
す
る
話
題
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

特
に
2
年
前
の
米
不
足
の
時
は
、
授
業
の

中
で
も
し
き
り
に
お
米
に
つ
い
て
の
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
お
米
は
日
本
の
食
糧

の
中
で
自
給
で
ぎ
る
数
少
な
い
物
の
一
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
お
米
中
心
の
日

本
型
食
生
活
の
よ
さ
に
つ
い
て
は
授
業
で

も
取
り
上
げ
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
間
は
お

米
は
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
で
あ
り
、

関
心
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
実
習
は
、
お
米
を
自
由
に
取
り

入
れ
た
料
理
と
い
う
こ
と
で
、
日
頃
よ
く

食
べ
る
料
理
や
工
夫
し
た
食
べ
方
な
ど
、

生
徒
自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。
「
今
ま
で

白
い
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
が
、
今
後
は
様
々
な
料
理
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
」
、
「
ご
飯
は
炊
き
た
て
の

白
い
ま
ま
が
い
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
「
や
っ
ぱ
り

ご
飯
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
よ

う
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
自
分
自
身
の
食
生
活
、

そ
し
て
日
本
の
食
糧
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
露

蝦　
　
　
　
　
罐
灘叢

羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

　
ワ
イ
ワ
イ
と
実
に
楽
し
そ
う
に
、
ま
た

一
生
懸
命
米
料
理
に
取
組
ん
で
く
だ
さ
っ

た
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
小
林
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
フ

ァ
ン
を
持
つ
お
米
の
良
さ
を
さ
ら
に
深
め

て
い
き
、
健
康
な
日
本
型
食
生
活
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　零　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　騨　　　　聯　　　　一　　　一　　　騨　　一　　一　　一　一　一
一一●

今年の6月に完成した「大規模籾乾燥調整施設」が稼働しました。この施設は最新鋭の

DAG（ドライ・エアー・ゼネレーター）累積貯蔵感想システムにより火力を使わずに

一定の温度の乾いた空気を送って自然に乾燥する新しいシステムで、今期収穫されたコ

シヒカリ等も更なる品質の向上が図られたものです。

▼袋に詰め込む作業▼大規模籾乾燥調整施設

簸覇

懸

平成7年12目10日広報なかさと9



欝
　
蝋

関

〃，

　
平
成
7
年
度
文
部
省
市
町
村
道
徳

教
育
推
進
事
業
に
よ
る
「
中
里
村
心

の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
n
月
2
1

日
㈹
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
平
成

7
年
度
に
実
施
し
て
き
た
こ
と
や
各

学
校
の
実
践
活
動
の
成
果
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
発
表
と
し
て
村
教
育

委
員
会
派
遺
社
会
教
育
主
事
の
富
井

茂
先
生
が
「
村
ぐ
る
み
の
心
の
教
育

実
践
」
と
題
し
て
「
あ
い
さ
つ
」
「
交

通
の
マ
ナ
ー
」
を
二
本
柱
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
標
語
の
募
集
、
講
演

会
等
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
を
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
実
践
発
表
で
は
、
村
内
各

小
学
校
児
童
、
中
里
中
学
校
生
徒
、

平
成
七
年
度
文
部
省
市
町
村
道
徳
教
育
推
進
事
業
”

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
杉
谷
清
六
さ
ん

の
発
表
が
行
わ
れ
、
最
後
の
全
体
指

導
・
講
評
で
は
、
新
潟
県
道
徳
教
育

振
興
会
議
副
会
長
の
押
谷
慶
昭
先
生

が
「
人
間
に
は
色
々
な
心
が
あ
り
ま

す
。
学
校
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は

な
く
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
子
供
た

ち
の
心
を
育
て
ま
す
。
中
里
村
は
多

様
、
多
彩
の
角
度
か
ら
実
践
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
心
を
実
践

と
し
て
ゆ
く
行
動
、
行
為
が
究
極
の

道
徳
と
思
い
ま
す
。
」
と
指
導
・
講
評

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
前
中
に
は
新
潟
県
道
徳

教
育
教
育
振
興
会
議
が
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
こ
の
席
で
も
富
井
先

生
、
田
沢
小
学
校
の
須
藤
高
志
先
生
、

中
里
村
交
通
安
全
協
会
会
長
の
石
沢

義
雄
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
実
践
活
動
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

倉
俣
小
学
校

　
「
動
物
の
飼
育
・

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
」

　
倉
俣
小
学
校
で
は
学
校
裏
に
「
は

つ
ら
つ
動
物
ラ
ン
ド
」
を
作
っ
て
、

生
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
を
育
て
る
こ
と
。
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
動
物
を
育
て

で
き
て
い
ま
す
。
取
組
み
の
成
果
で

は
、
ア
イ
ガ
モ
や
チ
ャ
ボ
の
艀
化
し

た
時
な
ど
は
全
校
児
童
が
感
激
し
、

生
命
誕
生
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
で

き
た
。
地
域
や
他
校
に
里
親
に
出
し

た
り
情
報
交
換
の
和
が
広
が
っ
た
な

ど
た
く
さ
ん
の
成
果
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

中
里
中
学
校

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
イ
ラ
清
津

　
　
　
　
　
　
　
訪
問
を
通
し
て
」

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津
の
訪
問

は
学
級
単
位
の
訪
問
や
定
期
訪
問
、

夏
休
み
一
日
介
護
体
験
な
ど
種
々
な

形
で
訪
問
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
七
夕
や
敬
老
の
日
に
は
カ

ー
ド
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
男
子
希
望
者
が

少
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
い
や
な
の
で
は
な
く
「
は
ず
か

し
い
」
「
ど
の
よ
う
に
介
護
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
で
し
た
。

10



老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
　
杉
谷
清
六

　
「
『
老
人
が
行
え
る
孫
の
躾
』
と
は
」

　
孫
は
た
だ
た
だ
か
わ
い
い
も
の
で

あ
り
、
何
か
と
物
を
買
い
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
＝
何
か

を
買
っ
て
く
れ
る
人
」
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
「
孫
に
し
て
や
れ

る
こ
と
」
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
あ
た
た
か
い

心
を
持
つ
よ
う
育
て
る
。
親
が
で
き

な
い
こ
と
を
補
う
こ
と
。
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
孫
と
の
ふ
れ
あ
う
機
会

を
増
や
す
こ
と
と
ま
わ
り
の
子
供
た
．

ち
も
一
緒
に
育
て
て
行
き
た
い
思
い

ま
す
。

田
沢
小
学
校

　
「
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
少
年
団
と
の
交
流
会
」

　
夏
は
当
村
か
ら
新
座
市
へ
、
冬
は

新
座
市
か
ら
当
村
へ
と
毎
年
2
回
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
を
行
っ
た
児
童
が
野
球
や
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
、
雪
上
サ
ッ
カ
、
を
通

し
て
の
交
流
を
発
表
し
、
新
し
い
友

達
、
し
ら
な
い
土
地
で
友
情
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
が
毎
年
深
ま
っ
て
お
互

い
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
つ
く

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
こ
の
友
情
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。

高
道
山
小
学
校

　
「
沖
縄
県
久
米
島

　
　
　
　
　
仲
里
村
と
の
交
流
会
」

　
今
年
行
わ
れ
た
「
な
か
さ
と
交
流

会
」
で
の
心
温
ま
る
歓
迎
会
の
こ
と

や
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
の
「
か
ん
ぷ

う
」
「
釣
り
」
の
よ
う
す
な
ど
思
い
出

の
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
こ
と
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
交

流
に
つ
い
て
は
、
文
通
を
し
て
き
て

い
ま
す
が
今
後
は
、
心
の
交
流
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貝
野
小
学
校

　
「
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
」

　
・
重
奏
：
セ
ビ
リ
ア

　
・
合
奏
：
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

清
津
峡
小
学
校

　
「
樽
ば
や
し
演
奏
」

　
・
清
津
雷
太
鼓

　
・
清
津
雪
雷

群馬県中里村を婦人連絡協議会か視察
鍮
翻騨

　
中
里
村
婦
人
連
絡
協
議
会
（
会
長
羽
鳥
ヨ
リ
ヰ
）
の
み
な
さ

ん
二
十
一
名
が
1
1
月
1
2
日
群
馬
県
中
里
村
を
視
察
し
、
先
方
の

婦
人
会
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
行
は
役
場
に
到
着
後
、

公
民
館
で
小
林
中
里
村
長
さ
ん
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
先
方
の
婦
人
会
長
さ
ん
か
ら
活
動
内
容
等
の
話
し

が
あ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。
一
行
は
恐
竜
セ
ン
タ

ー
や
恐
竜
の
足
跡
を
見
学
、
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
開
催
さ
れ
て
い

た
秋
ま
つ
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
見
学
し
、
先
方
と
の
交

流
を
深
め
て
き
た
よ
う
で
す
。
会
長
の
羽
鳥
さ
ん
は
「
田
が
一

枚
も
な
い
こ
と
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
然
い
っ
ぱ
い
と

い
う
感
じ
で
伝
説
が
数
々
あ
る
と
い
う
こ
と
も
う
な
ず
け
た
。

雪
が
降
ら
ず
こ
の
大
自
然
の
中
で
生
き
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は

う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
1
月
2
2
日
に
は
、
群
馬
県
中
里
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
皆
さ
ん
が
当
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。
山

本
村
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
村
の
紹
介
を
行
い
。
当
村
の
社

会
福
祉
協
議
会
の
現
況
や
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
宮
中
島
温
泉
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
、
ユ

ー
モ
ー
ル
を
視
察
を
行
い
当
村
を
後
に
し
ま
し
た
。

レ
意
見
交
換

〈
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
視
察

平成7年12月10日広報なかさと11



郡市親善剣道大会（11月19日）

　
1
1
月
1
9
日
㈲
、
村
民
体
育
館
に
お

い
て
第
四
十
回
郡
市
親
善
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
市
内
の
約
一

三
〇
人
の
剣
士
が
参
加
し
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
ま
し
た
。
中
で
も
一
般

高
校
男
子
団
体
戦
で
は
中
里
剣
友
会

A
が
み
ご
と
優
勝
に
輝
き
、
個
人
戦

に
お
い
て
も
中
里
村
の
選
手
が
好
成

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

も
行
わ
れ
、
剣
道
大
会
と
同
日
に
は

中
里
卓
球
大
会
が
、
1
1
月
2
6
日
に
は

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
の

方
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

よ
う
で
す
ρ

　
各
種
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

村民体育館

・一般高校男子団体戦

第1位中里剣友会A
第2位十日町剣友会
第3位津南剣友会

・中学生男子団体戦

第1位　十日町南中学校C

・一般高校女子団体戦

第1位津南高校
第2位　中里剣友会

第2位十日町剣友会

・中学生女子団体戦

第1位十日町剣友会
第2位松代剣道スポーツ少年団第2位田沢剣道スポーツ少年団A

第3位田沢剣道スポーツ少年団第3位十日町南中学校B

第3位十日町南中学校A　　第3位十日町南中学校A

・小学生高学年男子団体戦　　　・小学生低学年団体戦

第1位十日町剣友会　　　　第1位十日町剣友会A
第2位津南町剣道スポーツ少年団A第2位津南町スポーツ少年団A

第3位川治剣友会　　　　　第3位十日町剣友会B
　　　　　　　　　　　第3位津南町スポーツ少年団B

中里卓球大会（11月19日）

大
会
・
村
内
各
種

行
な
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
友
剣
剣
剣
　

友
剣
中
中
　

友
剣
友
剣
　

南
友
友
南

　
剣
里
里
南
　

剣
治
　
　

戦
剣
治
剣
治
戦
　
剣
剣

　
十
中
中
津
　

十
川
南
南
人
十
川
十
川
人
津
十
十
津

戦
（
（
（
（
　

（
（
（
（
個
（
（
（
（
個
（
（
（
（

人
士
夫
秀
洋
戦
琢
範
郎
学
子
二
介
卓
志
子
龍
章
樹
裕

個
弘
秀
芳
松
人
　
康
太
　
　
男
孝
洋
　
孝
男
賢
　
和
昭

子
　
　
　
　

個
川
　
真
　
　
年
　
　
　
　

年
　
山

男
島
口
水
原
子
谷
原
村
学
塚
谷
本
口
学
原
宮
山
原

校
大
樋
清
桑
男
長
福
柳
岡
高
飯
関
山
樋
低
桑
小
丸
桑

高
　
　
　
　
　
生
　
　
　
　
　
生
　
　
　
　
　
生

般
位
位
位
位
学
位
位
位
位
学
位
位
位
位
学
位
位
位
位

一
1
2
3
3
中
1
2
3
3
小
1
2
3
3
小
1
2
3
3

・
．
第
第
第
第
・
第
第
第
第
・
第
第
第
第
・
第
第
第
第

田沢小学校体育館

・一般高校女子個人戦

第1位宮沢幸子（十剣友）
第2位関　　里恵（中里剣）
第3位西野三代子（十剣友）

・中学生女子個人戦

第1位西野尚美（十剣友〉
第2位　村山　美幸（中里剣）

第3位　水落　亜樹（十剣友）

第3位　高橋　真梨（十剣友）

・小学生高学年女子個人戦

第1位・関　幸恵（田沢）
第2位　宮沢　由香（十剣友）

第3位　島田　裕子（十剣友）

第3位遠田美咲（川治剣）

・小学生低学年女子個人戦

第1位　高橋　尚美（十剣友）

第2位宮沢由美（十剣友）
第3位　野上　麻里（川治剣）

第3位　阿部　靖子（川治剣〉

　
勉
子
登

　
　
章
刃

　
　
　
　
レ

　
楽
井
ロ
カ

ー
吉
富
江
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
治
志
太
敵

力
徳
隆
啓
ゆ

ダ
　
　
　
　
」

（
沢
雲
沢
一

部
滝
南
滝
ボ

の
　
　
　
　
ジ

球
位
位
位
一

硬
1
2
3
ラ

・
第
第
第
・

　
　
　
　
の

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
グ

　
　
　
　
ン

）
　
　
　
　
シ

レ
　
　
　
　
　
　

　

勿
治
登
子
、
部

ン
徳
節
ゆ

じ
沢
口
原
↓

部
滝
江
上
ボ

の
　
　
　
『
ジ

球
位
位
位
一

硬
1
2
3
ラ

・
第
第
第
・

第1位江口　登
第2位滝沢徳治
第3位井ノ川良信
・中学生（男子）

剰位高橋啓太

第2位南雲隆志
第3位中沢雄太

第1位　鈴木ゆきえ・滝沢　徳治

第2位吉楽　勉・上原節子
第3位阿部タマ子・江口　　登
・中学生（女子）

第1位樋口絵美
第2位富井章子

中里ユニホッケー大会（11月26日） 村民体育館

第1位ハイスティックA　　第4位芋沢
第2位　ハイスティックB　　第5位　中里村役場

第3位通り山　　　　　　第6位　ごっつあん
中里村バスケットボr一ル大会（11月26日）中里中学校体育館

・男子の部

第1位NBC
第2位DONS
第3位DARK
第4位エキサイトIII

・女子の部

第1位プリティーガールズ

第2位V6
第3位野口さん
第4位　しぶざる隊

購 下水道排水設備指定工事店の認証式行なわれる

☆指定工事店

大隆建設㈱ 高幸建設㈱
大村建設㈱ ㈲富井電気
㈲倉俣住宅設備 中里水道工業㈲

㈱三高土木 南　雲　産　業

㈲信濃設備 ㈲樋口水道
㈱鈴木土建 ㈱樋口電気
㈲瀬切建設 ㈲星野建設
㈲正喜屋建設工業 ㈱丸山工務．所

㈲宗家土建 ㈱　美　佐　伝

㈲山田建設 ㈱村山土建
㈲山田電業 ㈱池田鉄工所
㈱　　拓　　越 ㈱高橋工務所
㈱羽生田鉄工所 ㈱涌井土木
北越上下水道㈱！……ii

　　　　　　　　＼　　　　　　　　　、
　　　　　　　灘　　　　　　　　　繋
　　　　　　　　　　檎　　　　l
　　　　ll
　　　　ll

　．一　　翰　　　∫．謡　一野

／藍
，
，
嚢

騰騒
▲村長より指定証が交付される

　
1
1
月
1
7
日
働
、
中
里
村
役
場
に
お

い
て
「
中
里
村
排
水
設
備
指
定
工
事

店
指
定
証
」
及
び
看
板
、
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
配
管
技
能
者
証
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
平
成
8
年
3
月
に
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
下
水
道

事
業
に
お
い
て
、
住
宅
か
ら
公
共
マ

ス
ま
で
の
排
水
設
備
工
事
が
で
き
る

業
者
が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
村

か
ら
指
定
さ
れ
た
業
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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『
雪
国
は
あ
な
た
と
わ
た
し
あ
思
い
や
り
』

　
平
成
七
年
度
の
除
雪
は
、
除
雪
可

能
と
な
っ
た
路
線
を
新
規
に
組
入
れ

村
道
除
雪
総
延
長
は
、
六
一
・
六
㎞

で
こ
れ
を
二
十
五
台
の
除
雪
車
で
除

雪
し
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
十
㎝
以

上
の
降
雪
が
あ
る
と
除
雪
車
が
出
動

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
雪
国
の

生
活
確
保
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
雪
国
の
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た

め
に
も
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
す
。
作

　
業
中
は
絶
対
に
機
械
に
近
寄
ら
な

　
い
で
下
さ
い
。

◇
道
路
上
に
駐
車
し
な
い
で
下
さ
い
。

◇
屋
根
の
雪
を
路
上
に
捨
て
な
い
で

　
下
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、

車
の
通
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ

　
う
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
大
切
な
も
の
に
は
目
印
を
つ
け
て

下
さ
い
。

　　　国民年金Q＆A
　　60歳から懸も年金を受はられるとのこと。私もそうしたい

　　惹思っ羅騨ますが、不利な面はあ鰻ませんか？

　　　老齢基礎集金の支給開姥は65歳からですが、希望すれば60

　　　歳以降弱歳鱒陰る前がらでも受けられます。これを繰り上

げ支給と鱒磧まず溺、支給開i始年齢の応じて年金額は減額され、

その率は生涯変わゆ蜜懸ん。豪瀧、生涯墓礎年金や寡婦年金を受

け窃糺嶽護嶽璽諜す。僕重庭ざ検討されることをおすすめします。

反難1こ66歳以降、繰璽下げ竃受給することも響きます。この場合、

増額されだ隼金を受けら説ます。

繰鰯下げ支給の受給率繰鰻上げ支給の受給率

年　齢 受給率

66歳 l　I2％

67 126

68 143

69 164

70～ 188

年　齢 受給率

60歳 58％

61 65

62 72

63 80

64 89
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・

．・二日117号線※二 ∵　　　　　：※　．●※●※：※：※：※：※：※’※：・： ．●。’．●．’．●．．．．．：日117号線：・：※：．・・：・：※：※：

芋沢旧：肇＋日町市→

．Pl嚢01噂’o願口
凹1． □田沢

　上山i

高道山1

須卜木沢li

　　　■　白羽毛1，

　　　　市之越

□、
　馳　甕・

霧
警．芋鯉田唱

ll。

o□
東田沢

桔梗原

　　蟻
　　“い

　　σう

　　ゆ

響慰’一■”9・

76ギ．”ジ勲‘濤㌔弓

》　　　　日
オ

　　　　　　　豊里
　　　鷹羽
程島

口
倉 下

　　　　　　　芋川礁
　　　秘少

　　　　　　　　　20
愁　　　　．　　◎
　◎

　　　　　　　：謹
　　　　　　　鎗鰍
　　　　　　　鯉

　　　ズ
　　　ミ】　　　磁　　　　一心

　　綴　鶴轡
　　　　　鐙

　　　　　蟻

区　　分 凡　　　　例躍
一
　一

　
　
　
　
の
　
　
　
　
巴

国
県
道

第1種 翻
2車線確保

第2種 脇
2車線確保、状況
によっては1車線

西方

　東田尻

　　　　　　土倉角間

第3種 懸
2車線確保

西田尻

小嗣瀧
村
道

A　種 圏
1車線以上確保

B　種 1車線確保

二
螺
晦

至輿道17号駆

　　　・占、翼黄、。一’・。。

　　　　　。…　軸一．。。

母
易’、き

　！　　￥

♂／｛4i麗∋∫

π 奪
換

葎沢

El353号線
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幽
霧戸籍謄抄本等の交付手数料が変わります

平成8年1月1日から、戸籍の謄抄本等の交付に要する手数料の額が

改定されます。

一戸籍手数料一覧表一

⑱　
崎

歳
男

　
妻

巳
啄
恵

村　
明

岡
英

ま
く
ん
だ
所
　
聞
生
く
た

ん
よ
　
　
　
で

く
て
屋
な
　
　
　
と
啄
を

　
　
　
　
　
　
　
遊
話
う

啄
喰
菓
好
ん
に
に
こ
た
カ

　
　
　
　
　
　
や
緒
ん
む
　
　
ミ

　
ま
　
　
も
ち
　
　
さ
を
ま
と

　
　
　
家
の
　
　
ま

　
　
　
　
も
　
　
れ
お
カ
て
ぞ

が
く
と
　
お
く
　
ミ
　
う

　
な
こ
甘
　
て
と
ら
ま
ど

ち
　
　
の
か
す
　
　
こ
た

　
嫌
と
　
　
で
帰
の
　
　
　
ら

お
　
　
せ
う
　
　
て
命
か

　
好
眠
の
そ
か
る
　
懸
ん

蹴 諏鰯

鞭
縫

灘盤懸

　　　　駅

鑛
難

溺 羅　　　　灘　灘鐵難
．灘　難鍵毅難灘
　蝋　　莚　　　　　　鰍

　　難鞍螂，難雛灘．
欝灘騒購
鑛難難麟　瀦灘．灘難

　1通
　　　　　　　　角
①　戸籍の騰抄本又は記録事項証明書 菊◎囲

②除籍の謄抄黍叉は記録事預証胴書 墨通　　　　　篇⑧陶

③戸籍に記載し癒事項磁関する証明 証關事灘歪盤　＄駒囲・

④　除籍に記載しだ事預獲関ずる証開 証明事頓墨俸　鍵翻購

⑤届出・申請の受理証明書琴は届書その他

　の書類の記載事項の証明叢．
1遍　　　態5鯛・

⑥上質紙を周覇た受理証明書

　（婚姻・離婚・養子縁縄・養子離縁叉は認

　　知の届醐）

霊遍　　　　菱，4の鯛

⑦届鐵ぞの他の書類の闘覧 書類鑑熱　　　纐◎爾

北
越
懸
繕
嫌
劉
会
社

社
屡
難
禦

　
次
の
と
お
り
北
越
急
行
株
式
会
社

の
社
員
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
職
種
、
募
集
人
員
、
職
務
内
容

　
・
総
務
事
務
　
一
名

　
　
　
総
務
関
係
業
務
に
従
事
し
ま

　
　
　
す
。

　
・
経
理
事
務
　
一
名

　
　
　
経
理
関
係
業
務
に
従
事
し
ま

　
　
　
す
。

　
・
電
気
技
術
　
二
名

　
　
　
電
気
関
係
（
電
力
、
信
号
、

　
　
　
通
信
）
の
業
務
に
従
事
し
ま

　
　
　
す
。

◆
応
募
資
格

　
応
募
資
格
は
、
原
則
と
し
て
次
の

要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
ま
す
。

一
、
原
則
と
し
て
平
成
8
年
4
月
1

・
日
現
在
で
満
四
十
歳
未
満
で
あ
る

』
こ
と
。

二
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

　
有
す
る
こ
と
。

三
、
総
務
事
務
及
び
経
理
事
務
に
つ

　
い
て
は
一
年
以
上
の
実
務
経
験
を

　
有
す
る
こ
と
。

◆
応
募
手
続

　
　
採
用
試
験
受
験
希
望
者
は
受
験

　
申
込
書
を
北
越
急
行
株
式
会
社
総

　
務
課
へ
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
（
受
験
申
込
書
は
中
里
村
役
場

　
開
発
課
、
ま
た
は
、
北
越
急
行
株

　
式
会
社
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

◆
受
付
期
間

　
　
平
成
7
年
1
2
月
1
8
日
㈲
か
ら
平

　
成
8
年
1
月
1
9
日
㈹
ま
で
（
最
終

　
日
の
消
印
有
効
）
と
し
ま
す
。

◆
選
考
方
法

一
、
第
一
次
選
考

　
　
応
募
書
類
に
よ
り
書
類
選
考
を

　
行
い
ま
す
。

二
、
第
二
次
選
考

　
　
第
一
次
選
考
合
格
者
を
対
象
に

　
面
接
、
適
性
検
査
及
び
健
康
診
断

　
を
行
い
ま
す
。

◆
選
考
目
程

一
、
第
一
次
選
考
結
果
通
知

　
　
　
平
成
8
年
1
月
下
旬

二
、
第
二
次
選
考

　
　
　
平
成
8
年
2
月
初
旬

三
、
採
否
決
定

　
　
　
平
成
8
年
2
月
中
旬

◆
入
社
目

　
　
平
成
8
年
4
月
1
日

◆
申
込
み
、
お
問
合
せ
先

　
　
中
里
村
役
場
開
発
課
、
ま
た
は
、

　
北
越
急
行
株
式
会
社
総
務
課
ま
で

　
新
潟
市
新
光
町
四
番
地
一

　
新
潟
県
庁
交
通
・
資
源
対
策
課
内

　
費
0
2
5
1
2
a
5
1
5
5
ー
ユ

雌
＞」「》、

“

14



狂
濃
嬢
誘
灘
還
石

　
　
改
轟
灘
織
蒙
ー
わ
、

　
こ
れ
ま
で
は
毎
年
、
鑑
札
の
交
付

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
7
年
4
月
よ
り
登

録
さ
れ
た
犬
に
は
、
そ
の
犬
が
死
亡

す
る
ま
で
そ
の
交
付
し
た
鑑
札
を
つ

け
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
8
年
度
か

ら
は
予
防
注
射
の
み
を
毎
年
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
く
犬
を
飼
う
方
は
登

録
（
鑑
札
）
と
狂
犬
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
犬
の
死
亡
、
転
出
、
転
居

等
の
移
動
が
あ
つ
た
場
合
は
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
課
、
ま
た
は
、

十
日
町
市
保
健
所
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

東
謙
螢
璽
獺
縢
饗
覇
ら
の

　
　
　
　
翻
纏
蝋
、

　
東
京
倉
俣
会
と
い
う
の
は
、
倉
俣

出
身
の
在
京
者
で
昭
和
十
一
年
に
鈴

木
梅
太
郎
（
重
地
）
、
故
山
田
軍
太
郎

（
清
田
山
）
等
の
各
氏
の
努
力
で
倉

俣
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
戦
時
中
一
時
中
断
が
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
八
年
に
再
建
を
し
て

現
在
会
員
は
約
九
十
名
で
す
。
毎
年

五
月
に
総
会
を
開
き
、
会
場
は
こ
こ

数
年
上
野
の
新
潟
県
人
会
館
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
二
、
三
年
に

ふ
る
さ
と
を
重
点
に
し
た
一
泊
の
親

睦
旅
行
を
す
る
の
が
会
の
主
要
行
事

で
す
。

　
会
の
目
的
は
、
愛
郷
に
よ
り
親
睦

を
深
め
る
こ
と
で
す
。
何
分
に
も
会

員
の
高
齢
化
が
進
み
減
少
の
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
在
京
の
お
知
合
い
の
方
々
に
入
会

の
お
勤
め
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
会
長
　
竹
藤
　
嘉
貞

◆
連
絡
先

東
京
都
渋
谷
区
本
町
三
－
十
三
1
一

東
京
倉
俣
会
事
務
所
　
樋
口
　
清

　
盈
0
3
－
3
3
7
3
1
2
0
7
0

灘　　　　沈．　　　　z》搾　　　畑伽　　■緬■　　■鵜　　甲㎜　㎜　晒響》
六
十
周
年
記
念
総
会

麟
、
嚢

　　　　繕盤

灘
麗
、

鮭｛樋・畿｝上山

馴瀧澤和恵彦｝田中

懸｛渡辺久華子｝高道山

慧｛星野雛｝荒屋

響
撒
繊
．

｛大島　毅干溝
涌井敏江　津南町

｛吉楽一幸’宮中
井之川万樹山崎

崎
．
屋

山
荒

9
　
ゆ

σ
　
σ

ナ
平

ハ
　
良

村
木

岡
鈴

井ノ川音吉（72）田中

桑原袈裟一（80）東田尻
富　井　カ　ツ　（94）　一之越

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

勤
灘
懲

　
　
　
　
講
灘
灘
雛
灘
・
馨
、

　
新
潟
労
信
協
（
財
団
法
人
　
新
潟

県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
）
の
保
証

に
よ
り
、
労
働
金
庫
か
ら
次
の
融
資

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
・
一
般
勤
労
者
の
方

　
・
自
営
業
者
の
方

　
　
　
　
　
（
従
業
員
五
人
以
下
）

［
保
証
料
］

　
無
担
保
　
不
要

　
　
　
　
（
全
額
金
融
機
関
負
担
）

　
不
動
産
担
保
　
年
○
・
一
六
％

　
　
　
　
（
本
人
負
担
）

　
詳
し
く
は
、
財
団
法
人
新
潟
県
労

働
者
信
用
基
金
協
会
ま
で

　
智
0
2
5
1
2
2
8
1
3
4
1
1

　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　騰　　　　　　欝　　　　購　　　灘　騒灘

●交通事故件数　　　26件

●死　者　　　　O人

●傷　者　　　 31人
●死亡事故ゼロ　1，113日

［無担保］

種i　　類ぞ 融資　額 期　間 幾　　　　利

フ　リ　ー　ロ　ー　ン 500万円以内 10年以内 年9．90％～6．30％（固定）

教　育　　ロ　ー　ン 500万円以内 15年以内 年3．85％～2．65％（変動）

リフォームローン 500万円以内 15年以内 年3．65％～3．35％（変動）

［不動産担保］

住　　宅　　ロ　ー　　ン 3，000万円以内 30年以内 年2．26％（固定）

フリー不動産担保ローン・ 3，000万円以内 30年以内 年3．60％（固定）

生に活　き　ローン 7，000万円以内 30年以内
住宅用途　　年2．60％（変動）

フリー用途　年3．60％（変動）

あ
り
石
ヤ
う

　
　
　
　
ご
ず
・
い
途
ー
わ
、

　
裏
千
家
中
里
支
部
よ
り
、
次
の
図

書
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
新
潟
県
文
学
全
集
　
第
一
期
」

で
す
。

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
9
圭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
｝
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岡村優子さん
集落倉俣

青春してます
　12月10目～12月26目

カレンタ“一
昭和49年4月10日生まれ　21歳

10（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

∈）11：00～11：50

11（月）

12㈹

13㈱

14休） みのり学園　合総合センター　（∋9：40～

15働
妊婦検診・母親学級　合上村病院産婦人科
013：00～13：30

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター　（D13：30～16：00

16㈹

17（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（D11：00～11：50

18（月）

19㈹
遊びの教室　合総合センター

09：00～10：00受付

20㈱

21休）

22働

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

（D13：30～16：00

23ω 天皇誕生日

24（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

㊤11：00～11：50

25（月）

26㈹
※変薦誘癒場奮鰹お霧嫌叢。御編鐙際礁確認馨

　　　　　　　おii縁遜難織灘i叢。

星座牡羊座
血液型A型
身長155cm
優子さんは、サンウッド㈱で事

務を行っています。

会社のアイドルという優子さん

はとっても明るい女性です。

趣味は友達とショッピングに行

くことと読書。読書と言ってもマ

ンガですよ。と答えてくれました。

夢は、宝くじを当てたいと話して

くれました。村に望むことは「い

つでも自由に入れるスポーツジム

や水泳ができるところがあればい

いなあ一」と話してくれました。

⑳中条病院禅佳謂1
⑳古藤医院暫南綿
⑳上村病院響重2薪1

⑳至誠堂医院響冨需
⑳①山・医院響缶謂1

　
一
年
と
い
う
も
の
は
ほ
ん
と
に

早
い
も
の
で
、
も
う
1
2
月
の
半
ば

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

の
冬
は
大
雪
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
白
い
も
の
が
と
き
よ
り

降
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
根
雪
に

な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
あ
と

ド
ッ
ト
降
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

第鎌類鷲纏
灘鑛鑛爆態鐵

と
子
供
た
ち
が
喜
ぶ
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
逆
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
お
年
玉
と
親
の
方
は
出
費
す

る
ば
か
り
で
大
変
な
時
期
な
ん
で

す
が
、
小
さ
い
子
供
た
ち
の
夢
を

こ
わ
す
よ
う
な
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
よ
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

家
族
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

年末年始の公民館は、次

の期日となります。

●平成7年12月29日～

　　平成8年1月3日
●平成8年1月14日～

　　平成8年1月15日

　　第雛の
雛鑓籔雛購難運灘

～12月11日から

　　　12月31日まで～

一飲んで乗る

　　あなたの家族は

　　　　泣いている一

期間中の交通事故発生状況（県内）

欝蕪 籔蕪 繕織数

発鐘傑数 981 912 十　69

窮饗数 18 14 十　4

傷轡数 1，196 1，074 十122

　
　
　
へ
じ
　
　
　
ロ

と
、
■
卍
…
　
ギ

　
　
　
　
ヂ
　
　
ィ

　
　
護
　
二

瓢
卍
7
F
y
．
、
ー
ス

し
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（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

11月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，327人（一3）女3，335人（・一4）計6，662人（一7）●世帯数1，630（一2）
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